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私はイエスの霊が宿る神の子供です（ヨハネ1:12）
　
キャンプのために祈っていただき、心から感謝申し上げます。どこに行っても昔と比べるとだいぶ変わってきているし、発展を遂げています。しかし、そういう発展とは全く関係なく、人は飢え渇き、また寂しいし人生に疲れているということは同じです。私たちはなぜそうなのかということを知っている者です。神様は、そのような魂を助けなさいということでクリスチャンの私たちを召されたことを信じています。しかし、残念なのは、クリスチャンの私たちがそのような確信が持てないまま揺れていることです。なぜ揺れるのか。言葉を変えますと、クリスチャンである以上、揺れることさえなければ、神様がその目的のために召されたので現場において人を生かす門が開かれるはずでしょう。しかし、なぜ揺れてしまうのかというと、先週も申し上げましたように、イエス様がそのキリストだということをよく分かっていないのかもしれません。イエス様がその約束のキリスト、すべての救いの約束を成就しすべてを完了されましたキリストであれば、それが本当であれば、そのイエス様を信じる信者の私はとっくにすでに永遠に変えられている者です。しかし、自分がイエス様を信じることによってそのように変わったということが分かっていない。またどのように変わっているのか明確に分かっていないのが、クリスチャンが現実や現場において揺れる理由です。現実が厳しいから、自分の思いどおりにいかないから揺れるわけではなくて、自分が今変わっている者なのだという理解と確信を持っていないからです。イエス様を信じても病気が治りません。だから、変わっていないと思うのです。その病気が治る前は、イエス様を信じても、自分は昔のままだと理解しているのです。だから、揺れるのです。また、性格が直ればいいのでしょうが、正確が昔のままで努力はしているのですが中々、変わらないということで、何が変わっているのかと思ってしまう。家庭環境を見ても、夫もそのまま、奥さんもそのまま、人生いろいろ、何が変わっているのかと。もちろん、表面的にも変わることは望ましいと思います。しかし、自分が変わった、自分は変化がもうすでに起きているものだということは、そういうことが変わるから言えるものではありません。その部分を勘違いしているので、変わるべきものも変わらないのです。そのような変化というものは、神様の恵みによってすぐに現れる場合もあるし、自分はそれにもかかわらず変わっているのだ。私はもう昔の私ではないと信仰をしっかりと守っていると、その目に見える変化というものはついてくるものなのです。形が変わることによって、自分が変わったと理解しようとすると、いつまで経っても無理です。そして、イエス・キリストが尊い血潮を流されて、私たちを変えていらっしゃるのに、それに気づかずにそのイエス・キリストの血潮の効力をまったく無視しています。だから、先週も申し上げましたように、義人は信仰によって生きるのです。信じ続けてください。信仰に始まり信仰に進ませる。そのうち病気が治る必要があれば治るし、家庭環境が変わる必要があれば変わる時が来る時刻表を迎えるようになります。その部分の勘違い、誤解をぜひ修正していただきたいと思います。
皆さん、先週お話ししたように、イエス様がそのキリスト、唯一のキリスト、唯一の希望、答えである救い主その方です。女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕くと約束されていた女の子孫。処女が身ごもって子どもを産む、その名をインマヌエルと言いなさいと預言されていたキリストが間違いなければ、皆さんはそのように信仰告白をされた方でしょう。そうならば一人も例外なく、その方々は、その人の外見や人柄、人がどうなのかと一切関係なく、そのイエスがキリストであるがゆえに信じている私たちは、イエスの霊が宿る神様の子どもに変えられています。これがクリスチャンの第三の宣言です。何が何でも、健康が変わったかどうか、周りの人間が変わっているかどうか、自分がものすごく偉いものに変えられているかどうかに一切関係なく、イエスがそのキリストだと信じている人であれば間違いなく全員、イエスの霊が宿る神の子どもです。このようにとっくにすでに,また、永遠に変えられているのに本人がそれに気づいていません。それが、クリスチャンが揺れる理由であり、現実に負けてしまうことです。ですから、この信仰のクリスチャンの宣言はいのちがけで守るべきだし、喜びをもって日々、毎日、毎瞬間、宣言しなければいけないことです。これは戦いです。何も見えないでしょうが、皆さんが心からの信仰をもってこれを宣言すると、目に見えない暗やみの力が砕かれることを信じて、戦いのつもりで挑んでいただきたいと思います。サタンは、先ほども申し上げましたように、外見の変化や、人間的ないろいろな変化などを基準にして「ほら、何が変わっているのか。そのままではないのか」と、この信仰宣言ができないように邪魔するものなのです。偽りの父なのでそれにだまされないようにしていただきたいと思います。一回、一緒に宣言してみましょうか。ここにもしサタンがひっそりと入ってきたとすれば逃げて行くように。「私は、イエスの霊が宿る神の子どもです」。この宣言は、どういう意味なのかというと、イエス様を信じる前の、以前のものは過ぎ去って終わったという宣言です。私はそういう存在なのだ。以前はどうだったのでしょうか。皆さんがどんな家系の出身なのか、どういう大学で勉強をしたのかしていないのか。どんな犯罪を犯したのか、あるいは、偉い貢献をしたのか分かりませんが、全員、イエス様と出会う以前は、滅びの人生でした。しかし、それがもう過ぎ去ったのです。なぜなのか。イエスの霊が宿ることによって。外見は土の器のママであっても、存在はもう違う存在なのです。それを宣言しなければなりません。滅びの人生はもう過ぎ去りました。悪いことをするから罰せられ、良いことをすれば報われる、それは神を離れた世界で作り上げた嘘です。そういうことはありません。すべての人は罪を犯したので、すべての人がさばかれて地獄に行くしかない滅びの人生なのです。何か良いことをやれば良いことがあり、悪いことをやれば悪いことがあるという世の流れ、考え方に振り回されないようにしましょう。私たちは、以前、誰であれ滅びの人生、しかも自分ではそこから抜け出すことができない、神様から離れて根本的に祝福といのちが断たれてしまった人生でありました。その結果、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出た者であると言われるしかない悪魔の子、悪魔の奴隷として生きるしかありませんでした。けれども、それはもう過ぎ去ったのです。それが私はイエスの霊が宿る者だという意味なのです。それ以外には、ここから解放され過ぎ去る方法はありません。その結果、自分は自分の力では絶対に逃げられない滅びの運命の力に捕らわれて生きるようになりました。そのような人生であったと、自分で率直に認められるのでしょうか。認めていらっしゃるのでしょうか。そうでない限りは、キリストの意味がよく理解できません。あまり考えたことがないというのが当たり前なのです。それを知りません。神の恵みによって知らせて分かるようなことです。ちょっと次会い事があったのですが、病気が会ったのだけれど、精神的な悩みが会ったのだけれど、そこまでとは思わなかった。それが実は根本的に滅びの人生だったので、各自いろいろな形で現れた症状に過ぎないものなのです。その症状を通して、自分は根本的にどうしようもない、抜け出すことができない滅びの運命に捕らわれていた人生だったということを見て欲しいという神様の配慮なのです。そのような人生が過ぎ去った、終わった。そして、根本的に滅びの人生なので、生きる時も自分なりには頑張るのですが疲れて重荷を背負うしかない、疲れ果てている人生なのです

キャンプの時にも、他のところでも日本人とそのような会話などをしていました。日本人は、本音、建て前というものが無意識的についているので、本当は疲れ果てて泣き崩れて「どうしよう。助けて」というべきところなのに、建て前のところでは演じられるのです。それでものすごく大変な現場でインタビューをすると、私たちが常識的に考えても未来がない、今現在も大変、自殺するしかない状況なのに、それでも前向きに頑張らないといけませんと言います。そうすると、韓国の牧師などは、「すごいな」と思います。それはすごいことではありません。正直にならないと。神様助けてくださいと言うところでしょう。それを建前の構図によって全部奪い取って防いでしまうのです。本当は神から離れているので、どんなに演じていても本音の方では疲れているのではないでしょうか。生まれながら神の御怒りがとどまっているまま生まれて生きるようになります。そんな人間が頑張ればどうにかなるという世界、人生ではありません。そして、世の流れ、霊的なことは全く無視して、神様抜きにして、肉や人間のことばかり中心にして考えて何が良い、何が悪い、これが成功、これが何かという基準に従ってあくせくするしかない世の流れに従って生きるしかありません。大学に入る理由もそう。競争する理由もそう。周りが気になって、気になってしょうがない。疲れるしかありません。残るのは傷しかありません。特に人間からの傷です。人が愛の対象ではなくて、もう怖いのです。それでもそのように日本人は言いません。本音の方ではそう思っていても表では言いません。クリスチャンの私たちはその部分に気づいてアプローチしないといけません。ときには神様のみことばでも本音の部分を触る話なので、クリスチャンなのに気分が悪いと言う人もいます。本音が触られると本能的に気分が悪くなるような構図になっています。皆さんは本音の方で神様との祝福を味わっているので、それを周りの人に話そうとすると本音を触らなければならないでしょう。建前だけではできません。だから、伝道などはしないのです。本音を触らないといけないから。それは日本ではタブーなのです。でも、神様がなさいます。皆さんは、覚悟の上で祈っていればいいです。処世術としては良いのですが、建て前で何をどうしても人生根本的には変わりません。

その結果、以前はどのような人生だったのかというと、さまようしかない人生でした。なぜかというと何かの問題があってもその理由について全部、間違って理解しています。私の話で申しわけありませんが、自分は家庭環境が問題だと思って、母親が早く死んだのが問題だと思ったり、自分の性格がよろしい性格ではないものだったのでそれが問題でうまくいかないと思っていました。頭は本当にきれていました。今はほぼボケの状態なのですがきれていました。それなのに何でうまくいかないのだろうか。親のせいかとずっと考えていました。だから、ずっとさまようしかないし、理由が間違っているので解答、答えも間違っているものを探して、間違っているものを答えだと理解していたので解決になりません。そして、その答えのために自分が自分のために神を作り上げます。だから、間違っている神、それが偶像になります。結局、自分が神なのです。申し訳ありませんが、日本ではそれが一番強いです。日本は、超越した神の存在は根っこから認めていません。人間、自分が神です。自分のための神。自分の手下のような、手伝うような、願いをかなえてくれるような神を作るのです。自分が神なので。そして、家内安全のための手下を作る。交通安全が必要なのでまた作り、八百万まで行ってしまいます。八百万というのは、自分が神だという裏返しです。間違っている神に求めるようになるし、結局は努力してできることではないのに、努力に希望を託して走ります。間違っている努力をするのです。努力が悪いとは言いません。でも、努力に希望をかけているということは、それは宗教です。なぜ皆、努力によって人生を変えようとするのでしょうか。それはどこから始まったのかというと、神様とともにおられるものは努力ではなくて安息が生きる方法です。けれども、神を失った結果、人間だけの世界になったので、そこで生きるために生まれたのが努力なのです。このような滅びの人生、疲れている人生、さまよいの人生はもうイエス・キリストを受け入れた瞬間、誰であれ以前のものであり過ぎ去って終わったのです。それが私はイエスの霊が宿る神の子どもですという意味です。

それから、当たり前でしょうが、イエスの霊が宿るので、外見が変わる、変わらないか関係なく、以前のものは過ぎ去り,すべてが新しくなった、この告白です。一部分とかではありません。皆さんの外見が変わっていなくても、イエスの霊が宿るということの意味、実態は、私の存在が丸ごと新しく作り変えられたという意味なのです。そうなりました。先ほども申し上げましたが、私たちはどうにもならない束縛の人生でしたが、そこから完全に完璧に解放された者になりました。それがイエスの霊が宿るということです。皆さんの問題が芸件的に終わっているか終わっていないか、家庭が変わるかどうかということの前に、それにひっかからずに自分はすべて新しくなったと宣言してください。イエスの霊が宿るから、それでもう終わりです。人が変わるのは外見ではなくて、その人の魂が変わることです。多摩市が変わるというのは、存在そのものが丸ごと変えられるということです。ご存知のように、死と罪の原理というものに捕らわれていたのですが解放され、その滅びの人生はガラテヤ2：20にかかれているように、十字架とともに死んでしまったのです。ヘブル11：18には、もう二度と罪のためにいけにえをささげる必要はない。もう終わったのだから。新しく作り変えられました。イエスの霊が宿るということは、新しい被造物、新しい創造のわざが私に起こったということです。イエス様を信じることによって、私たちはただ福音のメッセージを聞いて信じて受け入れますということだけだったかもしれませんが、その受け入れた方がキリストなので、だから、皆さんの内には知らないうちに約束通りイエスの霊が宿るようになり、その瞬間、古いものは過ぎ去り、すべてが新しく作りかえられました。疲れていたその人生、不安でしょうがない人生は終わったのだから、そうする必要はありません。あなたは新しく作りかえられました。Ⅰコリント3：16、聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。このようにして新しく作りかえられました。その結果、ヨハネ1：12に書いてあるように、神の子どもとなる特権が与えられました。神様との関係が父と子の関係、いのちの関係が結ばれ、神様のことを「アバ、父」と呼ぶことができる唯一の存在に変えられています。そのように新しく創造されました。創造というものは、昔のものを修理することではありません。一番最初に世界を想像されるときにも、何もないところから「あれ」とおっしゃったのです。今、私たちもイエス・キリストによって新しく作りかえられる、創造されるときには、今のものをどこか修正して修理に出すようなことではありません。今の滅びるしかない私、自分で悩んで心配するしかない弱々しい私は十字架とともにつけて死なせ、新しい命が与えられ新しく作りかえられました。ただまだ病気があるから中々、信じられないでしょう。だから、信仰によって生きるキリストを基準にして、キリストに集中しないといけません。自分の何か、自分の問題、悩み、弱さなどは基準ではありません。神様は、私たちが信仰をもってこれを宣言することを望んでいらっしゃいます。Ⅰペテロ2：9にも、神の所有とされて聖なる国民、王である祭司と言われているものに作りかえられました。だから、パウロはこれがよく分かっていたのでⅡコリント4：6を見ると、わたしは土の器のようなものなのだ。先ほどから申し上げましたように、私は今、病気を抱えている。花粉症もアレルギーもある。精神的な問題もある。家庭の問題もあります。頭も悪い。性格も嫌だと思いながら中々、すぐに変わらない土の器のようなものだ。しかし、私のうちに宝のキリストがいらっしゃるから、それは一切、私とは関係ないと宣言してください。それが、私はイエスの霊が宿るということです。精神的な問題は、問題ではありません。イエス・キリストが分かっていないのが問題であって、イエス・キリストによって自分が変えられていると信じる信仰に立たないからです。何かが攻撃してくるのでしょうか。私はイエスの霊が宿る神の子どもだ。以前のものは過ぎ去り、滅びの人生は終わり、私は新しい創造による新しい被造物になったと信仰告白を倒れながらもずっとするというのが戦いです。結果、私たちが理解しやすい言葉で言うと、新しく作りかえられた私はイエスの霊が宿る神の子どもというのは、私は何があってもどんなときでもとっくに永遠に幸せな人生だという宣言なのです。悪魔、サタン、おまえよ、おれは幸せなものだ。どこをどう触ってもそれは変わらないとなると、サタンはよく知っています。ギブアップして逃げ去ります。そうでないと柳先生も昔、おっしゃったのですが、韓国では小学校の時に女の子はゴムとびをします。両側でゴムをもって。それでやんちゃな男の子は、カッターナイフでそれを切ります。その時に「いやだー」と泣きじゃくるとしょっちゅうやります。面白いから。でも、着られても平気で結んで遊び続けると、反応がなくてつまらないからやめます。サタンも同じです。何かあるたびに「うわー」となると、「面白いな。またやろう」となります。隣の悪霊の友達を皆呼んで「ここが一番面白いよ、一緒にやろうじゃん」となります。でも、倒れる時でも、何かが聞こえてくるときでも、私はイエスの霊が宿る神の子どもだ。古いものは過ぎ去った。人生の悪いものはもう終わった。新しく作りかえられて新しい被造物なのだ。だから、私は幸せなのだと宣言すると「なんだ、あれは。もう終わりにしようか」となります。心の貧しいものは幸いです。天の御国がその人のものだから。バルヨナ・シモン。あなたは幸いです。天にある霊的なすべての祝福をすでにいただいている。アブラハムを召されたときに、アブラハムは何もしらないさっきまで偶像を作っていたものなのに、あなたは祝福の基であり、あなたを祝福するものを私が祝福し、あなたをのろうものをわたしはのろおうとおっしゃっていた、あなたは祝福の根源なのだとおっしゃっていた祝福が、イエスを信じる私たち、イエスの霊が宿るというのは、全部成就したということです。それがイエス様を信じるということです。クリスチャンがイエス様を信じることがどういうことなのか分かっていないとどうしましょう。クリスチャンが自分で分かっていないと。宗教ではありません。頑張って自分を変えていくことでもありません。自分を変えようとすることは止めてください。それで変えられるのであれば、イエス様が十字架で死なれることはありません。そこで自分でできないから、すでに変えてしまったということを信じてください。

その結果、当たり前について来る祝福なのですが、イエスの霊が宿る神の子どもであるというのは、これからの人生は今までとは違う、また世界中のそこら中の人間が生きる理由と違う人生、それを聖なる人生と言います。イエスの霊が宿るというのは、私は聖なるものであり、私に今許されている人生、残されている人生は聖なる人生であり、聖なる人生とは聖なる理由を持って生きるということです。生きる理由がよそとは違うということです。まず、神の国と義を求めなさい。何を食べるか何を飲むか何を着るかなどを心配して、それを手に入れるために今まで私たちは生きてきたし、そこら中の人間もそのためにどういう形であれ頑張っているのですが、私は生きる理由が違います。同じ仕事場、同じ学校で勉強して、同じ飯を食っていても、私が生きる理由は、聖別されている。神の国の神の義のために生きる者です。Ⅰペテロ２：９に、暗やみの世界から光の恵みの世界に導き入れられたすばらしい神のみわざを宣言するために生きる者です。弱いもの、何も持っていないものかもしれません。でも、キリスト、イエスの霊が宿っているものだから、すべてを持っているものなのです。ですから、めげずにエルサレムから地の果てにまでイエスの証人として生きる、これが理由です。そのために健康も与えられ、そのために学校にも行くし、そのために職場にも行くのです。私はそういう聖なる理由を持って生きる者で、それがイエスの霊が宿ることです。

そして、その理由を全うするための方法も生き方も今までとは違います。世界中のどこにもない聖なる方法を持っているものなのです。その第一が、いろいろな理由、条件、言い訳があるかもしれませんが、一切かかわらずに、一切引っかからずに、それはあなたがたは知らなくてもいい。これが生き方です。なぜなら、イエスはキリストであり、私はイエスの霊が宿っているものであり、神は世界福音化を約束して絶対目標にしている方なので何一つ問題になりません。それはあなたがたは知らなくてもいい。どうすればいいのか。Only聖霊が臨まれると力を得て、それを全うすることができる聖霊の力によって生きる、弱いものでも条件が悪くても構いません。伝道も仕事も本当は神様がなさることです。神がなさることを見ないといけません。でも、皆さんが心配して、皆さんが完璧にやろうとすると、神様がなさる余地がありません。信じてください。これが私たちが生きる方法です。そして、ここに安息があるのです。そのために具体的にどうすればいいのか。祈りに専念することです。それが祈りです。柳先生が先週、おっしゃいました。だから、クリスチャンの場合は、可能、不可能というのはありません。神の御心ならなるし、そうでなければやる必要もないし、無いっても行けないし、できる、できないという概念もクリスチャンの信仰の世界にはありません。それが聖なる方法です。
最後に一つ。これを一人でももちろんできるのですが、神様は一人でやるようにはしないで、兄弟姉妹とともに聖なる交わりを持って全うするようにしました。イエスの霊が宿る神の子どもだという宣言は世の中にはありません。そのような交わりがありません。聖なる信徒同士の交わり、つまり教会の祝福の中で全うしていく。そこで聖なるフォーラムを通して交わる。これが聖なる交わりです。ただパンを食べておしゃべりをするからといって交わりではありません。聖なるフォーラムを通して、教会の祝福をともに味わい、最終的には弟子運動の方に進んでいく、これが聖なる交わりです。そういう人生です。私たちは。何のために生きているのかというと、なぜ仕事をしているのか、なぜ学校で勉強しているのか、なぜお医者さんの仕事をしているのか、なぜ子育てをしているのかと言いますと、それは聖なるフォーラム、また福音宣教のためなのですが、最終的には、それをサポートするために、そこで弟子を探して立てるためなのです。それが最終的な目的です。今の個のような宣言が真心から揺れることなく宣言できる人を弟子と言います。自分の人生は、生きる理由が、福音宣教のためですと言える、それが弟子です。建前で、聞いて正解を言うようなことではなくて言える人が弟子です。教会に礼拝のために来る理由も、神の恵みが必要なのです。みことばの導きが必要なのです。なぜ必要なのでしょうか。私は伝道のために生きる者だから。そのために礼拝があるのです。

倉敷の核心に行って聖書の話をしました。旧約、新約、使徒の働き、黙示録まで、全部合わせて聖書が言いたい最終的な神様の叫び声は何でしょうか。神様はおっしゃいます。「イエスを信じるおまえたちよ。全部合わせて、福音宣教ができる新しいものに作りかえられていることを知りなさい」が聖書のメッセージです。それを神様がおっしゃるために、旧約のアブラハムの話があったり、黙示録もあったりするのです。聖書は難しい話ではありません。それが言いたいのです。イエスを信じたのか。それがどれほどすごいことなのか分かるのか。世界を変える福音宣教ができるイエスのかたちにつくりかえられて、暗やみが見たときにはイエスに見える存在に作りかえられているイエスの霊が宿る存在なのです。覚えていてください。余計なことは止めてください。その話のために、今日は家庭の問題をどう処理すればいいのか、だから、こんなに聖書は分厚くなったのです。本当に言いたいことはそれしかありません。それが聞こえないと聖書が難しいでしょう。おまえたちは福音宣教ができるようにイエスが血を流されて、イエスの霊が宿ることによって、自分の能力に関係なくそのために生きる、それができる存在に変えられているのです。私はイエスの霊が宿る神の子どもです。外見と一切関係ありません。人間的な能力と人柄と一切関係ありません。確信をもって、今週１週間、救いが何なのかを深く黙想していただきたいと思います。救いは、三位一体の神様、イエス・キリストとひとつになることです。気持ちよくなることとかそういうことではありません。神秘なのですがひとつになって存在が変わることです。そして、救いを黙想してその救いの中で自分のことを深く黙想してください。今までの材料ではなく、イエスの霊が宿るということを中心にして黙想して、自分が幸せな神の子どもだと確信が持てるようにしましょう。そして、先ほども申し上げましたように、だから、イエスのかたちなのだね。かたちは代わりに立てたという意味です。王様が善行を回ることができないから、全国に王様のかたちを立てる銅像みたいなものです。その銅像は王様と同じ効力を持つわけです。イエスのかたちなので、皆さんが行く先々において、イエス様と同じ権限、同じ効力が現れるはずなのです。それを信じることを祈りと言います。自分がイエスのかたちだと確信が持てるまで深く黙想して、そうならば私はイエス様の仕事ができるし、そのために生きるのだ。それをミッションと言います。私はミッションのために生きる者なのだということにたどり着くまで深く黙想してください。

最後に宣言します。皆さんは、イエスの霊が宿る神の子どもです。
祈り)

天のお父様。今日も礼拝を導いてくださりありがとうございます。弱さもあり様々な事情、都合がありますが、それに惑わされずに、イエスがキリストであるがゆえに自分はイエスの霊が宿る最高に幸せな神の子どもであるということを宣言し続ける霊的な戦いに勝利できるように聖霊様が守り導いてください。はイエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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